































考察してみたい。 そして、「一帯一路」 構想を 「逆さまの平和主義」 の一環と名づけてみた
し、０
１． 宗教政策に関する前提
１ この 「逆さまの平和主義」 という概念は、２０１５年１１月７日に札幌市北光教会で行われ
た、北海道宗教者平和協会主催のノーマ◎フィールドの講演会をまとめた 「＜逆さまの全
体主義＞に抗するために」 （宗平協ブックレット ２０１６年１１月 １日） にインスピレーシ
ョンを受けた。 もともとは、 政治学者シェルドン◎ ウオーリンＳｈｅｌｄｏｎ Ｗｏｌｉｎ のｉｎｖｅｒｔｅｄ
ｔｏｔａｌｉｔａｒｉａｎｉｓｍ の訳である。 使用を許可してくださったノーマ◎フィールド氏に深く感謝




　反帝国主義勢力と社会主義の原則を掲げ １９４９ 年に成立した中華人民共和国は、 現代





２． 宗教 「問題」 の根源
『中華人民共和国憲法』第三十六条は「中華人民共和国の公民は宗教を信仰する自由が
ある」 と規定し， 「国は正常な宗教活動を保護する」 としている。 だが、 保護の対象とな
るのは 「正常な」 宗教活動に限られる。 「正常」 とは何か、 という条件は国家＝政府＝共
産党が規定する。宗教を管轄するのは国務院直属の国家宗教事務局である。 『宗教事務条
例』 （２００４年公布、２０１７年改定） は、 宗教管理のための法律で、 各宗教関係者が遵守する
ことを求められる。
また、 同『中華人民共和国憲法』第三十六条では、 「宗教団体と宗教事務は外国勢力の
支配を受けてはならない」 と規定している。 中国が 「宗教」 と規定しているのは、 キリス
ト教 （カトリック＝天主教、 プロテスタント＝基督教）、 イスラーム、 仏教、 道教であ
る。 道教以外は外国由来で、 その越境性◎普遍性ゆえに、 世界宗教となったという性格を
もつ。 特に、 キリスト教は１９世紀から２０世紀初の帝国主義時代に、 列強の中国支配の 「道




また、イスラームに関しても、 当初は 「反帝国主義闘争」 「抗日戦争」 において回族は
共産党に協力的であった、 という言説を堅持してきたが、１９５０年代後半になると、 宗教指
導者を中心に厳しい弾圧の対象となった。 チベット動乱を契機とする反宗教キャンペーン
のあおりを受けたものである。 文化大革命 （１９６６～１９７６年） の前半の時期は、 多くの宗教




的に増えた時代であった。 順調に 「宗教復興」 は進んだ。 しかし、 その傾向に水をさした
のが１９９０年代の 「法輪功」 の隆盛と１９９９年以降の 「邪教」 認定に伴う厳しい弾圧である。













３．「宗教の中国化」 現象と 「宗教管理条例」 の厳格化
このような背景もあり、 共産党は宗教、 特に一神教の信者を、 一党支配を脅かす存在と
考えてきた。 振り返れば、 中国の歴代王朝の多くは白蓮教や太平天国、イスラームといっ




た。 さらには、 チベットとチベット仏教の問題に関して、 国際社会の強い批判にさらされ
ながらも現代に至るまで中国政府は一貫して強固な否定的態度を保ち続けてきた。 さらに
は、９０年代に米国がチベット問題に関して 「人権問題」 と宗教問題をからめて揺さぶりを
かけたことに対し、 明白な内政干渉であると強く抵抗した。 すなわち、 中国側からすれ
ば、 米国が中国の宗教の信仰自由を進めさせようとすることは真の目的でなく、 内政干渉
によって中国の社会制度を変えさせようとする 「陰謀」 である、 という解釈である５。 従っ
て、 政治的◎外交的には緊迫し、 経済的には相互依存関係にあるという中国と西側のちぐ
はぐな国際関係の中で、 中国国内の宗教問題は 「人質」 にとられる形で推移してきた。
中国の宗教は、 共産党の指導を受け、 半ば言いなりになる公式宗教団体が存在し、 その





３ ｈｔｔ奮諺ｗｗｗ鐘盤圃。ｃＤ璽ＭｃＤ鎚記臓型１３７１１１ ２０１８ 年 １月 ８日閲覧）









ところが、２０１３年に政権の座についた習近平主席は、 従来の 「宗教に寛容」 な政策の方
向転換を行い、 宗教の 「中国化」 政策を打ち出した６。２０１５年の 「中央統一戦線工作会
議」 において、「積極的に宗教と社会主義の相互の適応をリードし、 中国化の方向を堅持
する」 と述べたのが晴矢である７。 さらに、 それを一歩推し進めて、２０１６年の 「全国宗教
工作会議」 においても、「中国化」 を重要なテーマとして推し進めた。 その動きは、２０１６
年ごろからの新彊ウイグル自治区におけるムスリム系住民の大量拘束、「再教育キャン
プ」 送りの情報とも連動している。 ２０１７年５月 には、 「マルクス主義の中国化」 について、
習近平は中国社会科学院の４０周年記念会議で打ち出し８、２０１７年１２月には 「カトリックの
中国化」５年計画を認めさせた。 さらには、２０１８年１０月には、 新彊の 「安定」 のために
「宗教の中国化」 を全面に押し出し、 続く２０１９年１月には、 中国イスラーム教協会に 「イ
スラームの中国化」５年計画を認めさせている９。 いずれも、「一帯一路」 構想が順調に進ん
でいるとされる中のことである。













教会の指導者、 社会科学院、 宗教局がともに起こしたプロパガンダであり、 一種の政治
運動である」 と紹介している。 村上志保２０１８「中国におけるキリスト教 「中国化」」『立命
館法学 別冊』「ことばとそのひろがり」島津幸子教授追悼論集
７ 村上志保２０１８ １ｂｉｄ．
８ ｈｔｔ膳／〆ｗｗｗ．がｌｏｂ副ｔ血・ｅｓ。ｃ副ｃｏｌｔｅ龍ｔ刺 網７４８０．ｓｈｔ・縦 （２０１８ 年 １月 ４日アクセス）
９ ｈｔｔＰ：／／ＷＷＷ．ｃｈｉｎａｉｓｌａｍ．ｎｅｔｃｎ／ｃｍｓ／ｎｅｗｓケｕｊｉａｏｒｅｄｉａｎ／２Ｏ１９Ｏ１／Ｏ８‐１２９４５・ｈｔｍｌ
－１４１ －
ションをさせられたり、 という報道もある１０。「文革」 の再来か、 とささやかれる所以であ
る。
　













１０ 腕前 ｓソ勘ｉｔｔｅｒｗ‐ｉ龍ｔｅｒ“ｏｒ／ｔｅ寵ｌｉｅ‐ｓｈｕｔ副ｏｗ寵‐ｔａｃｔｉｃ闇ｓｕｓ ｅ皿講
璽ｅｒ皿ｉｔｓ岸鋤ｃｌｉｄ＝ｌｗＡ醜０２騒区ｗｄ慨
璽ｗ簸ＷＹ醍励Ｊ濁ｏ霧ｏｂ獅４躍６ｚ２Ｆ圏霧園Ｗ Ｚ‐ｂ７瞭 園８１ＡＩＧ Ｋｃ４ＬＩＭｅＭＮ瀞ｌｗ （２０１９年１月３１
日アクセス）
１１「一帯一路」 構想で直面するであろうとされるリスクは５つあった。 政治、 安全保障、
経済、 法、 道徳である。 この中で、 宗教リスクは、 安全保障のリスクである 「三悪」 と関














































筆者の経験から例を挙げてみたい。 筆者は、１９９９年から２０１１ 年まで、 中国の各地のム
スリム◎コミュニティ （ジャマーア） で特に、 女子のためのイスラーム学校 （女学、 女校）
で数十回の聞き取りをしてきた。その時は、すべて中国政府系の研究所の研究者の紹介、陪





査」 でなく 「考査」 である、 ということであった。「調査」 は、 立ち入り調査という印象が


































































％８３９６藤謬る２７ （２０１８年１２月２８日アクセス） などは、 民族問題の解決のためには、 少数
民族側の漢民族側への歩み寄りが必要であり、 ウイグル人は努力が努力がたりない、 とい



























による生き残り戦略である。 すなわち、 公認宗教活動が 「ポジ」 とすれば、「女学」 は 「ネ
ガ」 との関係で、 表裏一体であった１８。
さらに、 これが、 寧夏、 雲南、 甘粛あたりになると、「地下活動」 というより、 むしろも
１８ 中国のＣＮＫ‐１によると、イスラーム女学をはじめて中国の論壇で取り上げたのは、 筆者
である。 それから何人もの中国人学者によって、 筆者の論文はフォローされた。 一番影響
を受けたと思われる張宗敏という現在寧夏大学で教鞭をとっている研究者が、 中国の微信
上で 「炎上」 している。 すなわち、 彼女の修士論文 「寧夏回族女学教育与回族女性発展教
育－－以同心章州鎮東陽女校為例」 が過度にイスラームを評価しているとされ、 彼女のよ
うな人物が 「幹部」 として宗教政策が変わった２０１６年以来自己批判もなく、 教壇に立ち
続けさせている寧夏大学の責任を問うものである。 また、 寧夏は中国の伝統的国土であ
り、 アッラーの土地ではない、 とも言う。 寧夏が回族自治区であることを、 事実上否定す
るような言動である。 この梅新育という人物は、 経済学者で党員の漢族。．「愛国主義」 を
ふりかざし、 特に、イスラームに対する 「ヘイト」 発言が目立つ。 党の方針に反するもの
をインターネット上で見つけ出し、 攻撃的な言動を繰り返しているが、 影響力が強いとい
う。 すなわち、 党の威光を得つつ、イスラームを潰すというやりかたが、 放置されてい
る。 逆にいえば、 党の本音が彼の言動に表れている。










































































２１ 艇ｔｔ ｓｌ／／ｗｗｗ誼ｒｗ“ｏｒ副ｒｅ ｏ瞳／２０１‐８樽９／○９／ｅｒａ副ｉＣ乳鎚醜かｉｄｅｏｌｏ鴎ｃ，ａｌ粘ｖｉｒｕｓｅｓ／ｃｈｉ龍乳ｓ琳





















る形で、 宗教、 特に新彊の独立勢力 ◎テロ事件とイスラーム過激派思想の外からの逆流＠
流入との関連という嫌疑から発している２５。 ただ、 それ以上の意味を政府系シンクタンク
の学者の言説から見出すことができる。 例えば、 中国社会科学院世界宗教研究所の王漸楠
の 「用中国特色社会主義宗教指導“一帯一路” 建設中的宗教研究」 という論文では、 宗教







研究』６期 が、 一番早い論文で、２０１６年１２月 に発表されている。 なお、 その後、 続々
とこの『世界宗教研究』 で 「宗教リスク」 に関する論文が発表されている。２０１９年１月現
在で、 モンゴル、 カザフスタン、 パキスタン、 アフリカのキリスト教、 トルコ、 フラン

















思想管理を使った 「安全レベルの引き上げ」 が 「一帯一路」 沿線国で図られるべきと見て
いる。 そこには、 テロ根絶といういい訳を用いた中国流の統制思想やツール （たとえば、
監視カメラや住民管理カード等システムを使った住民管理のビッグデータの活用） の 「輸
出」 を目論見たいというような政府の思惑を付度する観点も見出すことができよう。
さらには、「バタフライ効果」 への懸念という中国独自の視点もある。 宗教の 「リス
ク」 が引き起こす 「バタフライ効果」 により地続きの政治危機や経済危機をもたらしう
る、 という嫌疑である。 世界で宗教の信仰者が多いという事実は変えられない。 だからこ
そ、 中国が 「走出去」 戦略を取るなかで、 宗教要素 （という不安定要素） を考えつつ持続
的発展をめざし政策実施をしていかなければならない、 とする２７。 「バタフライ効果」 と
は、 どんなに小さな蝶の羽根の動きでも、 廻りまわって大きな事象に繋がりうる、 という
理論で、 冷戦時代の米国の 「ドミノ理論」 とも比肩しうる。 すなわち、 小さな宗教的熱狂
に触発された騒乱は拡大を続け、 無神論の政権を内部と外部から包囲するかもしれない。
「カラー革命」 （顔色革命） への恐怖もある。１９８０年代から９０年代にかけて、 世界各地で
シンボルカラーを旗印に住民運動が行われ、 旧政権が転覆した。 その標語は 「民主自由」
と 「西欧文明」 であった。 これをカラー革命と中国は呼ぶ。 バタフライ効果とあいまって
中国国外の反体制運動が中国国内にも及ぶかもしれない、 という恐れである２８。









２８ 王義椀 （川村明美訳）２０１７ １ｂｉｄ． ｐ．１１８，ｐ．１２１，ｐ．１５４
轍鰯ｓ；／筋麟轄ｗ麹ｔ綴遜ｒ 底嘘飽鉦瀧ｅｓ識驚‐ａ鎧鋤ｄ‐ｏｆ℃ｏｌｏｒ醗聡１漉ｔｉｏ寵ｓ月２０１９ 年 ２月 １ 日ア
クセス）
２９ 腕前 ｓ；／鑓主ｂｉｔｔｅｒｖｖｌｌｌｔ贈呈Ｑｒｏゾｔｌｌｌｒｔｙ ｅａｒｓＮａｆｔｅｒ掴離乳ヱ蝋ｉｉｘｌｅｒｌ雫逓減望Ｌ鮎
－ １５０－
う観点から宗教というかつてからの不安定要素を徹底的につぶしにかかりたいということ
であろう。 人民共和国当初からの 「宗教は西欧の陰謀の道具論」、 無神論の優越、 ダライ
ラマの 「陰謀」、イスラーム過激派の誕生、 共産党無謬論、 そしてブッシュ ＠ジュニア前
大統領以来の 「テロとの戦い」 言説への便乗とあいまって、 宗教という存在をスケープゴ
ートにして、 政権維持を図ろうとしている。 世界宗教研究所という政府系シンクタンク













植民地主義と似ている。 植民地主義とは、 ある権力者あるいは多数派が、 より弱いものた
ちの生殺与奪権を握り、 自由を剥奪している、 という状況の継続である。 警察権力が非常
に強い権限をもつ。 それは、 家長が気に入らない弱者を暴力で威圧する家庭内暴力とも似
ている。 そして、 植民地主義は、 体制内の順応的多数者によって、 自分たちの政府の施政











ｒｅｌｉｉｏ凝？鋤こ．ｌｉｄ．＝ｌｗＡ．腕ｌｔおＳＦ麗ＳＧＩＧＳＣｈ腐嘘 ９絹漉Ａ ず園・龍 Ｓｏｔ腕Ｊ嬢ｅ ｗｌ）９１．醒０凝Ｌ２に二脳鵬ａ‐Ｐ
ａｃＴｔ闘９８ （２０１９年２月 ４日アクセス）
３０ 瞳ｔ園諺ｗｗｗ．ｃｌ鎧⑩ｒ露ｂａｃｋαｒｏｕ龍ｄｅｒ／ｒｅｌ震お寵℃瞳ｎａ （２０１９ 年 ２月 １９日アクセス）
３１ 凝ｔｔ，繋；筋櫛ｂｉｔｔｅｒｗｉ園ｔｅｒ“ｏｒ瀞ａ揃ｔ，ａｌきｏｆ‐窯楓鎧Ｉ‐並遍濠区対８２ｒＬＬ３０ｅｓｒ覆園－ＰＰＧ…Ｇ源－
















６． 「一帯一路」 の 「思想」 と 「逆さまの平和主義」
ここで、 「一帯一路」 構想とは何かと簡潔に定義しておくほうがいいだろう。
一言でいえば、 米国主導で進んできた従来型のグローバル化の方法論ゅ思想を中国方式
にゆっくりと上書きし、 書き改める、 ということであろう。 そこには、 特に産業革命以降
キリスト教をはじめとして、 経済、 武力、 技術、 啓蒙思想で世界を支配した西欧思想への
反感が強い。 それは、 習近平主席の 「中華民族の大復興」 「中国の夢」 という中国中心の
愛国主義スローガンにも見て取ることができる。 だからこそ、 「一帯一路」 構想によって
まずユーラシア統合とユーラシア大市場の創出することは、 中国の競争力向上、 国際社会
での発言力の増加とともに、 「運命共同体」 を形成して市場地図と価値観の世界地図を塗
り替え、 世界統合建設を請け負いたいという共産党と 「人民」 の夢を現実にする足がかり
となる３４。
それは、 約二百年間の西欧による非西欧の植民地支配、 戦争、 価値観、 物質文明の支配
の時代を４千年の歴史を誇る中国のプレゼンスが縮小した喪失や屈辱の時代と考え、 それ
を恢復しようという 「中華堀起」 の考え方に接続する。 特に、 「一帯一路」 構想は、 古い
歴史の幻想の 「シルクロード」 の物語へのオマージュとなっており、 通過点となったユー




３５ 中央アジア諸国と中国の 「一帯一路」 言説を分析したＡｓｓｅＩＢｉｔａｂａｒｏｖａ氏のご教示に
よる。 また、 王義楯ｉｂｉｄ．ｐｐ．１９‐２０，ｐｐ．２４‐２５。
－ １５２－
は、 「古い歴史」 という物語、 文化交流以外の理念はない。 逆にいえば、 比較的新しい歴
史しか持たない米国を 「新参者」 として下におきたい、 という欲望を見て取ることができ
る。 この反西欧中心論は、 この二百年の世界を覆った西欧優越主義、 海洋中心主義 （海洋
覇権主義）、 地域発展の不均衡 （南北問題等） を否定し、「平和発展」 の掛け声のもと、
「智慧」 と 「パワ 」ー の源としての中国のプレゼンスを強めようとする。
　
たとえば、 習近平の 「新時代中国特色的社会主義外交思想」（２０１８年６月２２日中央外
事工作会議） では、 次のようなことが決められた３６。 以下、 括弧内で （内） としたのは国
内向けメッセージ、（外） としたのは対外的メッセージである。 すなわち、
１） 党中央の権威の統率を維持し、 対外工作を集中的に指導 （内）
２）中華民族の偉大な復興を使命とし、中国の特色ある大国外交を推進する（内）
３）世界平和をしっかりと守り、 共同発展促進に終始し人類の運命共同体を作る （内）
４） 中国の特色ある社会主義を堅持しつつ、 戦略的自信を強める （内）
５） 共商、 共建、 共享の原則を堅持し、 一帯一路建設を推進する （内、 外）
６） 相互尊重、 協力、 ウインウィンの基本を堅持し、 平和発展の道を歩む （内、 外）
７） 外交の布陣により、 グローバルなパートナーシップを堅持する （外）










































第二に、 物資輸送の中心地としての重要性である。「一帯一路」 構想では、 巨額投資が動
き、輸送基地としての新彊の安定は絶対である。新彊は、ロシア、カザフスタン、ベラルー
シ、ポーランド、 トルコ、 ドイツまで続く新ユーラシア回廊の結節点である４１。 また、 キル
ギス共和国やタジキスタン共和国、アフガニスタンとも国境を接する。中国 パキスタン経
済回廊（ＣＰＥＣ）も新彊から出発する。特に新ユーラシア回廊は鉄道路の連結によって、





鱈ｔｓ：／／ｗｗｗｈ鱒 聡ヱ鯖 症ｅｓｅ鰯ｃｈ／ｃ瞳凝潮 樋ｎａｌ‐ＳＤＩ鴫鱒奮×皿ｌａ龍げ ２０１９ 年 １月 ２０日アク
セス
４１２０１８年には中欧に６３００便の列車が出て、 前年比７２％の伸びである。









































































帯一路」 構想が出たとき、 彼ら／彼女たちの活躍の場が広がった、 と喜び、 中国はその多民
族性、多文化性で世界をリードしていくのではないか、と考えていた。海外の回族も、確か
にそのような希望を持っていた。２０１６年ぐらいまでは。


































ノーマ◎フィール ド２０１８『いま、 ＜平和＞を本気で語るには÷命 ◎自由◎歴史』岩波書店























卓新平２０１６「“一帯一路” 与宗教文化交流及其実現意義」 卓新平 蒋堅永編『“一帯一路”
戦略与宗教対外交流』北京：社会科学文献出版社
卓新平２０１８「習近平総書記関於宗教工作的論述的重大現実意義」微言宗教“微信平台 ２０１
年 岳月２５日
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